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「自転車研究会」の目的について 

	
 

人口高齢化の進展、地球環境への配慮、健康志向、資源価格の高騰な

どといった事情を背景に、自転車は短距離移動の自動車に替わる都市交

通手段として重要性を増している。また、自転車は単に移動手段として

の用途にとどまらず、レジャーや観光とも深いつながりを有し、昨今は

それ自体のファッション性、スポーツ性が注目されつつあるなど、経済

面、文化面への波及効果も大きい。 
こうした中で、自転車を優れた都市交通手段として明確に位置づけ、

市民生活の視点からその利用環境の整備を図るとともに、自転車の魅力

を効果的に発信することにより愛用者人口を拡大していくことが大切

である。 
このような認識に基づき、新たに財団法人日本自転車普及協会の下に

有識者からなる「自転車研究会」を設け、必要な議論を行う。具体的に

は、ライフスタイルの変化・高齢化などを踏まえ、我が国におけるおお

むね１０年後の自転車利用の在り方を提示し、その実現のために今後関

係者（行政、関係団体、ＮＰＯ、企業等）に期待される取組を提言しよ

うとするものである。 
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